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１．開庁時間見直しの概要・目的

1-1．開庁時間見直しの概要

　本市では、「第５次亀岡市総合計画」で掲げる「効率的で持続可能な行財政運営」を推進

するため、行政事務の電子化による市民の利便性向上と行政サービス水準の向上を図る

とともに、多様化する行政課題に迅速に対応する柔軟で機動的な組織体制の構築を目指

すこととしています。

　自治体窓口の開庁時間短縮については、時間外勤務の削減による職員の働き方改革と

業務改善による市民サービス向上を目的に、全国的に導入自治体が増加しているところ

であり、　本市においては、令和7年10月から市民課窓口（戸籍届を除く）を対象とした受

付時間の短縮を試行実施してきました。

　試行期間中、大きな混乱はなく、市民への浸透も進んできており、市民アンケートでは、

約75％の方から一定の理解をいただいているところです。

　つきましては、令和8年5月から本格実施に切り替え、一部施設や業務を除き、原則全て

の窓口を対象に開庁時間の短縮を実施します。

1-2．開庁時間見直しの目的

　窓口時間の短縮により、業務改善のための会議時間や作業時間を確保し、市民がいつ

でもどこでも行政サービスを受けることができる「行かない窓口」の確立を目指すととも

に、職員同士のコミュニケーションを活発化させ、働きやすい職場環境づくりを実現する。

　

　

① 職員の働き方改革

時間外勤務の削減：開庁前の準備作業や日次集計業務などを勤務時間中に終

了させることが期待される。

健康面の改善：事務作業に専念する時間を確保することで、心にゆとりを持た

せ、より正確な事務執行が期待される。

② 市民サービス向上

課題事項の共有や業務改善の検討などを行う会議時間を確保することで、亀

岡市の新たな価値創造が期待される。

オンライン申請の拡充などの作業時間を確保することで、いつでもどこでも手

続き可能な行政サービスの確立が期待される。

③ 財政健全化

窓口担当部署の時間外勤務を削減し、他の重点施策に取り組む職員の増員を

可能とすることで、全体的な人件費を抑えながら魅力あるまちづくりを進め、

「人と時代に選ばれるリーディングシティ亀岡」の実現が期待される。

期待される効果
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２．開庁時間見直しの実施内容

2-1．開庁時間の変更

 　午前8時３０分　から　午後５時15分

 　午前９時００分　から　午後４時３０分

① 時間外勤務の常態化

これまで、市役所本庁舎等の受付時間は、職員の就業時間と同じ午前8時30

分から午後5時15分までであり、窓口の準備や残務処理のため、日常的に時

間外勤務が発生している部署がある。

② 業務の多様化・複雑化

近年、ICTやAI等の活用による行政サービスのデジタル化が求められる中、就

業時間中に十分な作業時間を確保することが困難である。

各種交付金等の活用、市民協働や民間企業等との連携等、業務が多様化する

中、十分な会議時間の確保が困難である。

2-2．実施時期

 令和８年５月１日（金）開始

2-３．対象施設

• 市役所本庁舎

• 亀岡市保健センター（ＢＣｏｍｅ＋）

• 亀岡市上下水道部庁舎、水道・下水道施設、エコトピア亀岡

• 各教育施設等（亀岡市文化資料館、かめおか乳幼児教育センター、亀岡市みらい教育リ
サーチセンター、学校給食センター）

※亀岡市上下水道お客様センターは令和９年４月１日開始予定

※亀岡市交流会館、各文化センター・児童館、桜塚クリーンセンター、火葬場、市立病院等

の施設は、今回は変更しない。

※図書館各館は別途変更予定。

※法令等で別に規定がある場合は除く。また、一時的に対象外とする場合がある。

※各施設の貸館等の利用時間の変更予定はない。

現行

新・開庁時間

見直しの背景










